
発行：JR東海労新幹線関西地本

編集：年休裁判プロジェクト

２０１８年１１月１日 No.７

みんなビックリ！！ どこから要員を確保したの！？ なんで！？

急に年休が出だした！
いま運輸所職場の仲間から「急に年休が出だした」という声が相次いでいます。

今までこんな事はありませんでした。だから多くの社員が年休を失効していたのです。

ところが今、みんながビックリするくらいに年休が出ているのです。

それは多くの社員が多くの年休を失効してしまうことを避けるためです。

大谷川さん、ありがとう！
裁判頑張ってください！ 応援します！
それは他でもなく、会社が大谷川さんの「年休裁判」との関係から年休付与の努力をしている

姿勢を示す必要があるからです。これが一番の理由です。

いま職場の仲間からも「大谷川さんのおかげ」「裁判頑張って下さい」という声が多く寄せられ

ています。

会社と一部組合役員はガス抜きに必死！
それだけではありません。運輸所職場では、今年度予定されていなかった休日勤務を労働組

合に「お知らせ」するだけで一方的に押しつけている会社に対する不満の声が充満していました。

今までなら「年休は出さなくてもいい。公休や特休と違い買い上げしなくてもいい」とやりたい放題

だった会社が「年休も公休も特休も出ないと、更に不満の声が上がる」との危機感から一部の組

合役員と共に社員（組合員）のガス抜きのために必死になっている姿が想像できます。

声を上げ行動したから年休が出た！

仲間の皆さん！これからもしっかり声を上げ行動しよう！


